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■概要■ 

 インターネットに見られるような今日の巨大情報通信技術を支える電子デバイスとしては，

シリコンに代表される半導体デバイスがその中心的な役割を果たしていることは言うまでも

ない．今後の更なる高度情報通信社会に応えるために，また低消費電力デバイス技術による

低炭素社会実現に向けて，半導体技術の研究開発が進められている．そこでは究極の微細加

工技術によるシリコン半導体デバイスの研究開発とともに，一方，半導体技術の物理学的限

界が議論され，量子効果を用いた新しい半導体デバイスの研究も行われている． 
 一方，半導体のもつ限界を超えたり，半導体にない性質をもつ新材料やそれを用いた電子

デバイスの研究開発がある．その一つに超伝導電子デバイスがあげられる．金属結晶は，一

般には電気伝導特性が良く，抵抗率が 10－5 Ω･cm 以下の小さな値を示し，常温から温度を下

げるに従い，抵抗率は減少するが，極低温では一定の値となる．代表的な金属として，金，

銀，銅，アルミニウムなどがあり，電子回路の中で配線材料や抵抗材料など電子デバイスを

構成するのに欠くことのできない基本要素である．ところで，ある種の金属には，低温に冷

却すると，電気抵抗が零に転移する現象がある．これを超伝導現象という．この超伝導現象

は量子効果に基づく電子現象であり，半導体が持ち得ない性質が現れる．この超伝導特性を

うまく活用した新しい機能や性能をもつ電子デバイスの開発が進められている． 
 本編では，この超伝導デバイスに関する基礎・材料から応用・システム技術に至る研究開

発状況について，周辺基盤技術を含めて紹介する． 
 
【本編の構成】 

 本編では，まず，超伝導体の基礎と基盤技術（1 章）について述べる. 超伝導体の種別ごと

にデバイス応用を類別しながら，金属系超伝導デバイス（2 章），酸化物系超伝導デバイス（3
章）に関して，その動作原理から具体的な応用までを詳細に紹介する.  
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